
学校の在り方地区検討委員会（西北地区）
【第３回】

令和８年４月
青森県教育委員会
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資料１



本日の流れ

１ 事務局説明
（１）今後のスケジュール（見込み）

（２）第２回の主な意見

（３）第２回の意見に基づく資料

（４）高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）

（５）青森県立高等学校魅力づくり推進計画全体ヴィジョン及びヴィジョンを踏まえた前期実

施計画の方向性

２ 意見交換
（１）単位制や少人数学級編制、学科、学校配置の方向性

（２）全日制課程の学校規模・配置

（３）定時制課程・通信制課程の学校配置
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１ 事務局説明
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4

月 内容

４
・第3回学校の在り方地区検討委員会（本日）[学校配置等について]

・学校配置に関する県民への意見募集（４月１７日～４月30日）

５
・第4回学校の在り方地区検討委員会（中旬）[報告書（案）について]

・県教育委員会に学校の在り方地区検討委員会の報告書を提出（下旬）

６

教育委員会会議での審議を経て、前期実施計画（案）を作成

作成後、パブリック・コメント、地区懇談会及び第5回学校の在り方地区検討委員会を開催

７

８

９

１０

１１ 前期実施計画策定・公表

（１）今後のスケジュール（見込み）
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（２）第２回の主な意見
参考資料１を参照

（４）高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）
参考資料３を参照

（３）第２回の意見に基づく資料
参考資料２を参照
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（５）青森県立高等学校魅力づくり推進計画全体ヴィジョン及びヴィジョンを踏ま
えた前期実施計画の方向性



1 青森県立高等学校魅力づくり推進計画 全体ヴィジョン
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① 背景

8



今のこども、これからのこどもが生きる社会が抱える課題（社会全体の視点）

現在の未解決の課題

エネルギー

地球温暖化

・・・

各産業の担い手不足

・・・＋
Society5.0時代以降の未知の課題

最適解の

探究

スキルの
たゆまぬ
アップデート
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将来予測される課題

学びを通して
身に付けた
スキル

自己実現や社会
で活躍するため
に必要なスキル労働需給

ギャップ

将来を見据え
た生き方・在
り方の考察



青森県の将来推計人口（１５～１９歳人口）

      

      

      

      

      

            

 

      

      

      

      

      

      

      

                            

   

        

     

今のこども、これからのこどもが生きる社会が抱える課題（本県の視点）
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立ち向かうべき課題

• 低水準にある所得状況

• 長期的な人口減少

• 若者の減少、超高齢社会

• 物価高騰

• 気候変動や自然災害

所得向上

特に、青森新時代に
向けて



本県の方針（「青森県基本計画『青森新時代』への架け橋」から）
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12

大変申し訳ありませ
んが、 見にくい場合
はお手元の資料を
ご覧ください 。

本
県
の
目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
た
政
策
（
方
針
）



西北地区の方針（参考： 「青森県基本計画『青森新時代』への架け橋」）
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【強み】
・広大な水田農業地帯における水稲や畑作物・
野菜等を中心とした農業が活発

・りんごやメロン等の付加価値が高い農作物
・多様な好漁場に恵まれた漁業
・半導体等先進技術に関わる工業団地が立地
・風力発電施設が立地
・白神山地、十二湖等、自然資源が豊富
・五所川原立佞武多や斜陽館等の観光資源

【課題】
・人口減少による労働力不足
・市町村民所得をいかに向上させるか
・地域資源をいかに有効活用するか
・収益性の高い農林水産業をいかに確立するか
・観光消費額をいかに増加させるか
・デジタル技術を活用していかに労働生産性を

向上させるか
・新たな雇用機会をいかに創出するか
・地域サービスをいかに充実させるか

【２０４０年の目指す姿の実現に向けた取組方針（キーワード） 】
・生産の効率化、コスト削減
・安全・安心・高品質生産の推進
・GNSS基地局を活かしたスマート農業の推進
・高収益作物・新品種の導入・定着
・生産性と収益性の高い水田農業の推進

・新たな魅力発掘
・風力発電施設立地による経済の好循環化
・地域文化の継承
・ＩＣＴスキルの向上
・防災体制の強化



② 高校教育の方向性
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国の高校教育改革の方針
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上記の３つの視点に基づいた改革先導校の設定（基金）



産業の発展に向
けて主体的に取
り組む人財

本県が育成を目指す人財像
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国内外で
リーダーとして
活躍する人財

本県や地域の
発展・成長を
牽引する人財

共通するキーワード

イノベーター、探究、連携・協働

ＤＸ、ＡＩ、ＩＴ、デジタル技術、データ活用

ロボット、省力化

高付加価値化、生産性向上

地域・郷土、グローバル



本県において、高校教育を通じて、生徒に育みたい資質・能力

グローバルな視野と郷土を愛する心

自己や社会を変革させるチャレンジングマインド

生きる力 を支える心

Society5.0時代に向けた生きる力

⚫ 自己の個性を生かす力
⚫ 好奇心をもって学び続ける

主体性
⚫ 創造性や柔軟性
⚫ コミュニケーション能力
⚫ 多様性を尊重する心
⚫ 地域・県・世界など、社会

に対する誇りと愛着

特に必要となること
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育みたい資質・能力を踏まえて県立高校の役割（ミッション）は？

〈最大のミッション〉

こどもたちが、未来を切り拓き、豊かな人生を送る（自己実現を図る）こと
＋

持続可能な社会の創り手となること

こどもたちの「学びたい」 「行きたい」をつくり、それに応える

こどもたち一人一人に新たな時代に向けた生きる力を育む

（高校教育を受ける機会の確保、充実した教育環境の整備、柔軟な学び方を広く提供）

自らが所属する地域や県、世界など、社会への誇りと愛着を醸成する

県立高校としてのミッション
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〈青森県教育施策の大綱における「目指す教育」より〉

このミッションを果たすために



ミッション（使命）を踏まえた目指す学校像（ステートメント）は？

本県の県立高校は、

生徒一人一人が自分の未来に、光を灯せる学校
となることを目指します。
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① こどもたちの「行きたい」「学びたい」学校がそこにあります
② こどもたちは、そこで成長の手応えをつかみます
③ やがて、こどもたちは、勇気をもって自分の未来を描くようになります

未来に希望を持った若者にあふれ、
となる。

◆高校生活を通じて生徒が自分の未来に、光を灯す３STEPS

◆目指す学校像（ステートメント）

◆2040年へのプロセス



県立高校
の強みは？

様々な特色を持った学校があること

目指す学校像の実現に向けて、県立高校の強みの分析

様々な専門性を有した教員がいること

設置者が県であること
目標を共有できる
安心・安全な環境を提供できる

母校愛を持った人材が多いこと
協力者、支援者が多数

産業教育が充実していること

県立にしかない学科が多数

県内約２千人の教員が在籍

県内約５０校の学校を設置
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生徒の多様な
学習ニーズに

応える、外部人材等
を活用したきめ細か

な指導・支援

目指す学校像の実現に向けた取組の方向性（特色化・魅力化の推進）
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本県の実情・方向
性に応じて、国の
基金等を最大限
活用しながら

先進的取組を創出

方向性１

地域や産業界等との連
携・協働により、本県
のリソースを最大限
活用しながら学校内に
とどまらない本県なら
ではの取組を創出

方向性２ 方向性３

他校との共有等による
県全体への波及と
各校の特色との融合

地理的条件、学科によ
らず、本県のリソース
を生かした学びを展開

各校の生徒の実情に合わ

せて県全体で実施

【共通するテーマ】

共有・連携・協働、そして全校を特色化・魅力化



目指す学校像や県全体の特色化・魅力化を推進する学校配置の方向性
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【基本方針】
・「高校教育を受ける機会の確保」と「充実した教育環境の整備」の２つの観点を
踏まえ、

・地区ごとに、将来の中学校卒業予定者数、中学生のニーズ、地域の産業構造、
通学環境、国の高等学校教育改革の動向等を考慮しながら、

・様々な役割を担う高校を２０４０年の青森県の姿を見据えながら計画的に配置

【具体例】
地域等と一体となって学校の活性化に取り組む「地域共育校」の配置

就職から進学まで幅広い進路志望に対応する学校や多様な目標を持つ生徒
同士の学び合いの機会を提供する学校の配置

県全体の教育活動の質の向上に資する先進的な取組を推進する学校

社会の要請や地域の産業構造等を考慮した学科の設置



③ 方向性を踏まえた新たな学校や構想
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・時代に合わせてアップデー
トできるコース設定

・生徒が興味関心に合わせて
学ぶ

・つながりを創る施設

【探究に関する学科】

新設する学校 パイロットケースの創出と展開

生徒が
学びを

つくる学校
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新設１

・地理的条件や学歴に捉われ
ないスタートアップを生み
出す学び

・少資本でもイノベーション
を起こすための学び

・チャレンジを形にするため
の起業家精神の醸成

【デジタルに関する学科】

生徒の
チャレンジを
生む学校

新設２ 新設３

・生徒と創る地域の学び
・地域から提供される側から
提供する側となることで、
地域の魅力を知り、誇りや
愛着を醸成

【地域に関する学科】

生徒が
社会の創造に
参画する学校



新たな構想１ TEAM県立で、高め合い、生徒を支える

TEAM県立で目標を
共有し、高め合い、
生徒一人一人を支える

・リソースの共有と融合
・きめ細かなセーフティーネット
・単位制を生かした生徒の多様な学び
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TEAM県立



新たな構想２ ALL AOMORI（県内どこでも、どの学科でも本県の多様なリソースにアクセス可能へ）

多様なリソースへの
アクセスを可能にする
ことにより、生徒に多
様な魅力を伝えつつ、

学びを深める
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ALL AOMORI

県内すべての生徒・教員が企業や
専門性を持った人材などの様々な
リソースから、ニーズに応じて選
択できる学びのプラットフォーム
を構築



※「リアル」とは？
⇒体験や手伝いにとどまらず、実際に事
業を立ち上げ、一部運営するなど、生徒
が地域や企業から提供される側から提供
する側となる取組。

例）金融機関等と連携し、伴走支援や融資を受け、生
徒のチャレンジと活躍を支える

協働

新たな構想３ 県の産業との協働により、生徒のチャレンジと活躍の場を創出

生徒のチャレンジと
活躍の場の創出により、
産業の活性化を図りつつ、

自己有用感を高める
職業学科を中心とした「リアル」※への
マッチングと支援で、現在の産業を「守
る」だけではなく「創る」へ

産業の活性化
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補足：大胆な特色化・魅力化に取り組むメリット
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2026
（R８）

2027 2028
（R10）

2029 2030 2031 2032
（R14）

各校が柔軟な教育課程を
編成することが可能とな
る方向性。

新たな教育課程の検討期間
教育課程の
決定

実施

第２期実施計画 前期実施計画

魅力ある高校づくりへのチャレンジの好機

公表・周知 本格
実施

中教審
答申

この期間のパイロットケースが、
県全体への波及効果を生み出し、最大化する

前期
公表

次期学習指導要領の動き
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未知の課題

30

２ 前期実施計画（１を踏まえた具体的な方策）の方向性



未知の課題
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① 単位制や少人数学級編制、学科、学校配置の方向性



単位制

■普通教育を主とする学科（以下「普通科」と

いう。）の一部と総合学科は導入済

■残りの普通科を有する高校への導入を検討

未知の課題

少人数学級編制

■農業科、工業科、水産科は導入済

■商業科及び家庭科への導入を検討

県全体で個に応じたきめ細かな指導が充実

【検討委員会における主な意見】
〇単位制の拡充
・学びを途切れさせないための単位制を活用した新しい学びの場も必要。
・単位制は学びの多様性が広がる良い教育制度だと思うので進めてほしい。
・普通科等でも単位制を拡充した方がよい。
〇少人数学級編制の拡充
・こどもを真ん中に置いて考えると、少人数学級編制の拡充により、多様な学びの場を確保すべき。
・生徒一人一人にきめ細かな指導を行うため、少人数学級編制を導入することも考えられる。
・少人数学級編制については、学級数を減らしたくないという感情論で議論を進めるのではなく、
予算面も踏まえて検討を進めることが望ましい。

単位制や少人数学級編制の方向性
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普通教育を主とする学科の方向性

［方向性］

大学や地域、関係機関との連携等により特色ある教育活動を推進する新たな学科を設置し、普通

教育を主とする学科において県全体の特色化・魅力化を進める。

学際領域に関する学科

デジタル分野に関する学科

地域社会に関する学科

New

New

New

【検討委員会における主な意見】
・問題解決能力を育てるため、他県で実施している探究科や探究コースのような、特徴ある普通科を

設置してほしい。
・進学に特化した普通科、地域探究を行う普通科など、地域や中学生等のニーズに対応した特色ある

普通科への改編も必要である。
・学際教育科、地域連携科などの設置を考えてほしい。
・デジタルや地域課題の解決、探究的な学びに重点的に取り組むことができる高校が必要。
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34

学科名
（仮称）

学科の特徴 教育活動の例

データサイエンス科

Society5.0の実現や企業・地域のＤＸ推進に必要とされ
るスキルや社会の状況等に着目し、大学や企業等と連携し
ながら、専門性の高い外部人材による講義や最新技術を用
いた体験的な学び等を積極的に展開し、ＡＩ・ＩｏＴ・Ｄ
Ｘの進展に対応できる資質・能力の育成につながる学びの
充実に取り組みます。

• 統計やデータ分析について学んだ上で、本県の観光
客動向と人流動態・地理情報・交通情報等の地域生
活に関するビッグデータを重ねて分析し、オーバー
ツーリズムを生じさせにくい効果的な観光振興策を
データに基づき検討する。

• 地域交通マップ・人口分布・指定避難所一覧等の
データを基に地域の立体ハザードマップを作成し、
災害発生時における住民の移動経路や避難所要時間
をコンピュータ上で推計・シミュレーションするこ
とで、避難時に想定される副次的災害リスクを可視
化し、地域の防災計画を検証する。

未来デザイン科

地域社会の課題や魅力に着目し、地域社会が有する交流
や活動のネットワークを最大限に活用しながら、事例研究
やフィールドワーク等を行うとともに、地域行事への参加
等、地元自治体と連携した体験的な活動に取り組むなど、
地域社会に関する理解の深化と学びの充実に取り組みます。

• 特産物を使用した商品を地元企業と共同で開発する
とともに、地元自治体の協力を得ながら、開発した
商品を用いて地域をＰＲする活動を体験する。

• 地元自治体と同様の課題を抱える県外の自治体を訪
問し、課題や改善策について実地調査を行いながら、
地域振興について多角的に考察する。

探 究 科

ＳＤＧｓの実現やSociety5.0の到来に伴って生じる、複
合的かつ分野横断的で、ボーダレスな課題等に着目し、大
学等と連携しながら、自ら設定した課題に関する学びを深
め、その成果を表現・共有するほか、各教科・科目におけ
る学びと関連させ、学校全体として探究的な学びの充実に
取り組みます。

• 部活動で取り組んでいるスポーツにおける女性の参
加に関する課題の分析等を通じて、社会における
ジェンダー平等について考察する。

• 大学の研究室の助言を受けながら、積雪による被害
の低減や豪雪耐性の高い市街地の在り方について実
証的に研究する。

新学科の設置
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新学科の設置（他県の類似の学科の教育課程表）【データサイエンス科】

〇 鹿児島県立種子島中央高校
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新学科の設置（他県の類似の学科の教育課程表）【未来デザイン科】

〇 長崎県立松浦高校
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新学科の設置（他県の類似の学科の教育課程表）【探究科】

〇 西宮市立西宮東高校



［方向性］

■アドバンスト・エッセンシャルワーカー等の産業イノベーション人財の育成に向けた取組

■産官学との持続的な連携体制の構築・強化

・市町村や産業界と一体となって在り方を検討

・地域の課題解決に向けた探究学習

・大学や企業等と連携した高度かつ実践的な学び

■最新技術に対応した高度な施設・設備へのバージョンアップ

■専門高校の理解促進に向けた情報発信の強化

職業教育を主とする専門学科の方向性

【検討委員会における主な意見】
・生徒が「行きたい」と思う各校の魅力づくりを強化することにより、ブルーカラーなどの育成が図
られる。

・工業分野において、地域にとっては現場で活躍する人財が一番重要であるため、地域で活躍する人
財の育成について考えてほしい。

・県や地区の特徴を考え、将来を見据えた学科の設置が必要。
・人財育成の観点から職業教育を主とする専門学科は必要であり、入学者数を確保する施策が必要。
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＜中学校卒業予定者数の推移＞
前期：比較的緩やかな減少
後期：急速な減少

［方向性］
後期実施計画の状況を見据え、６地区ごとに、中学生のニーズ等を考慮しながら、様々な役割を担

う学校を配置

・中学校卒業予定者数がほぼ半減することは不可避

・また、変化する産業構造等を踏まえ、新しい時代を主体的

に切り拓く人財の育成が必要

・一方で、中学生の進路選択肢の確保や通学環境への配慮

は必要

学校配置の方向性
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■次の事項を踏まえ、中・長期的な視点で将来像からの逆算によ
り検討する。



未知の課題
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② 西北地区の学校配置の方向性



（単位：人・学級）

第２期 前期実施計画 後期実施計画

Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ19

中学校
卒業者数 827 831 777 770 801 756 552

前年比較 － 4 △54 △７ 31 △45 －

期間内増減 － △71 △204

募集学級数
17 15 11

期間内増減 △2 △2 △4
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西北地区における中学校卒業者数・募集学級数の推移（見込み）※少人数学級編制を導入した場合でも学級数の変更
なし

【1校当たりの募集学級数（地域校及び地域共育校を除く）】

第2期実施計画（R９） 前期実施計画（R14） 後期実施計画（R19）

４．０学級（４校） ３．５学級（４校） ２．５学級（４校）

【学校配置の基本方針】
前期実施計画においては、中学校卒業予定者数や「高校教育を受ける機会の確保」と「充実した教育環境の整備」

の２つの観点のバランス考慮し、学級減で対応

⇒ 学級減のみで対応した場合、各校の小規模化が加速することから、充実した教育環境を整備するため、10年間に
 おいて統合等を検討する必要がある。



西北地区の学校配置の方向性
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［方向性］
・現状の職業教育を主とする専門学科及び総合学科を維持
・普通科の選択肢を確保するため、普通科を有する高校を複数配置
・未来デザイン科を設置
・理数科を維持

【西北地区取組の方針】（再掲）
・生産の効率化、コスト削減
・安全・安心・高品質生産の推進
・GNSS基地局を活かしたスマート農業の推進
・高収益作物・新品種の導入・定着
・生産性と収益性の高い水田農業の推進
・新たな魅力発掘
・風力発電施設立地による経済の好循環化
・地域文化の継承
・ＩＣＴスキルの向上
・防災体制強化

【県の各産業における主な取組等】
・農作物のブランド化、グローバル
  展開
・次世代エネルギー産業の振興
・データセンターの設置
・農工ベストミックス新産業の創出
・魅力ある商店街づくりの推進
・「観光力」強化による交流人口の
  拡大 等

前ページの学校配置
の基本方針

【地域の声】
参考資料１参照



未知の課題
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③ 定時制課程・通信制課程の学校配置の方向性



定時制課程・通信制課程の学校配置

○ 定時制課程及び通信制課程については、生徒のニーズの多様化へ対応し、広く学習機会を提供するた
め、現在の配置を維持

○ なお、通信制課程で行われるスクーリングについては、遠方から通学している生徒を対象に、自宅に
より近い協力校(県立高校）で受けられる体制の整備など通学の負担軽減に向けた取組を検討

定時制課程・通信制課程の学校配置の方向性
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